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町議会議員・町長選挙に選挙公営拡大 町議会議員・町長選挙に選挙公営拡大 町議会議員・町長選挙に選挙公営拡大 町議会議員・町長選挙に選挙公営拡大 
第494回定例会 

　１２月定例会は１２月４日に招集され、１７日まで
の１４日間の会期で開きました。今定例会では、
町長から提案された福崎町議会議員及び福崎町長
の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の制定についてなどの議案２０件、また、委員会か

ら提案された意見書案１件が上程されました。 
　審議の結果、いずれの議案も原案のとおり同
意・可決しました。 
　一般質問は１２月１５日、１６日に行われ、９人
の議員が町政全般にわたり質問しました。 
 

総
務
課
長 

　
選
挙
公
報
は
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

有
権
者
の
各
世
帯
に
配
布
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
困
難
で
あ
る
場
合
は
新

聞
折
込
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
と

あ
る
。
新
聞
折
込
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
が
、
新
聞
を
取
っ
て
い
な
い
世
帯
も

あ
る
。
全
世
帯
へ
行
き
渡
ら
せ
、
投
票

し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
に
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

　
各
世
帯
に
配
布
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
場
合
は
、
新
聞
折
込
の
ほ
か
、
役

場
庁
舎
や
町
内
各
公
共
施
設
な
ど
に
配

置
し
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
容
易
に
入

手
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
 

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
今

定
例
会
に
お
い
て
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
福
崎
町
議
会

議
員
及
び
福
崎
町
長
の
選
挙
に
お
い

て
選
挙
公
営
制
度
が
導
入
さ
れ
、
選

挙
運
動
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
一
定

の
範
囲
内
で
公
費
負
担
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）
 

　
令
和
３
年
４
月
執
行
予
定
の
町
議

会
議
員
選
挙
が
最
初
の
適
用
と
な
る

予
定
で
す
。
 

総
務
課
長 

　
自
己
所
有
の
車
で
も
、
燃
料
供
給

業
者
と
燃
料
供
給
契
約
を
締
結
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
も
の

に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
自
己
所
有
の
車
の
場
合
は
燃
料
供

給
契
約
に
該
当
し
な
い
の
か
。
 

総
務
課
長 

　
今
回
の
条
例
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
従
来
ど
お
り
で
す
。
 

　
選
挙
葉
書
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

　
候
補
者
の
経
歴
や
政
見
等
の
情
報
を

得
る
機
会
が
少
な
く
、
ど
の
候
補
者
に

投
票
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い

う
有
権
者
の
声
に
応
え
、
町
選
挙
に
お

い
て
も
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

　
令
和
３
年
４
月
執
行
予
定
の
町
議
会

議
員
選
挙
が
最
初
の
適
用
と
な
る
予
定

で
す
。
 

豆 知 識 選挙公営とは 

　公職選挙法では、お金のかからない選挙を

実現するとともに、資金の差によって立候補

の機会や選挙の公平性が失われることを防ぎ

立候補しやすい環境を整えるため、選挙公営

制度を設けています。 

　選挙公営とは、国または地方公共団体が候

補者の選挙運動の費用を負担する制度です。 

公職選挙法の改正概要 

〇 選挙公営の町村選挙への拡大 

　 ① 選挙運動用自動車の使用 

　 ② 選挙運動用ビラの作成 

　 ③ 選挙運動用ポスターの作成 

〇 町村議会議員選挙におけるビラ頒布の解禁 

〇 町村議会議員選挙における供託金制度の導入 
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選挙公営 供託金制度について 

①選挙運動用自動車の使用 

12月定例会 

（福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例　令和２年１２月１７日施行） 

②選挙運動用ビラの作成 

③選挙運動用ポスターの作成 

供託金について 

（公職選挙法） 

※ 掲示場数９１箇所。（令和２年１０月末時点） 
※ 掲示場数は公職選挙法の規定により算定しています。 

※ ①と②の契約は併用不可。 
※ ハイヤー契約とは、自動車借入、燃料代、運転手の雇用を一括して契約する方式のことです。 
※ 上限額以内で実際に要した費用が公費で負担されます。 

供託金没収点 

（有効投票総数÷議員定数）×１０分の１ 

有効投票総数×１０分の１ 

供託金 

１５万円 

５０万円 

選挙の種類 

町議会議員選挙 

町 長 選 挙  

選挙の種類 

町村議会議員選挙 

町 村 長 選 挙  

上限枚数（Ａ） 

１,６００枚 

５,０００枚 

上限単価（Ｂ） 

１枚当たり７円５１銭 

１枚当たり７円５１銭 

上限額（Ａ×Ｂ） 

１２,０１６円 

３７,５５０円 

　上限額（Ａ×Ｂ） 
 

３５８,３５８円 

上限単価（Ｂ） 

（５２５円６銭×公営ポスター掲示場数+３１０,５００円）
÷公営ポスター掲示場数 

上限枚数（Ａ） 

公営ポスター 

掲示場数 

※ 町村議会議員選挙及び財産区議会議員選挙にも供託金制度が導入されました。（令和２年１２月１２日施行） 

②
個
別
契
約

 

① ハイヤー契約 

公費負担の対象 上限単価 
上限額 

（選挙運動期間５日間） 

３２２,５００円 
　　※無投票の場合６４,５００円 

７９,０００円 
　　※無投票の場合１５,８００円 

（７,５６０円×選挙運動日数） 
３７,８００円 
　　※無投票の場合　７,５６０円 

６２,５００円 
　　※無投票の場合１２,５００円 

１日６４,５００円 

１日１５,８００円 

１日の限度額はなし 

１日１２,５００円 

自動車借入契約 

燃料供給契約 

運転手雇用契約 

※ 
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平
成
２５
年
９
月
に
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
町
及
び
各
学

校
は
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
し
て
い
じ
め
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
条
例
を
制
定
し
、
基
本

理
念
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

生
活
し
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。
 

　
い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
の

発
生
に
対
し
て
学
校
が
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
を
定
め
、
必
要

と
認
め
る
と
き
は
教
育
委
員
会
 

に
「
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」
 

を
設
置
し
て
調
査
を
行
い
、
必

要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
町
長
は
、
調
査
結

果
に
対
し
て
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
「
い
じ
め
問
題

調
査
委
員
会
」
を
設
置
し
て
再

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
議

会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長 

　
重
大
事
態
に
至
ら
な
い
よ

う
に
、
学
校
が
設
置
す
る
い

じ
め
防
止
対
策
の
た
め
の
組

織
で
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
弁
護
士
へ
の
委
嘱
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
が
附
属

機
関
と
し
て
設
置
す
る
い
じ

め
問
題
対
策
委
員
会
か
ら
と

い
う
形
に
な
り
ま
す
が
、
町

に
も
顧
問
弁
護
士
が
い
ま
す

の
で
、
法
律
的
な
疑
問
点
が

あ
れ
ば
弁
護
士
の
意
見
も
聞

き
な
が
ら
対
応
は
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

　
い
じ
め
に
よ
っ
て
自
殺
者

が
発
生
す
る
な
ど
、
手
遅
れ

に
な
る
前
に
調
査
や
対
処
が

行
え
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
と
思

う
。
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
者
と
あ
る
が
、
弁
護
士
な

ど
へ
の
委
嘱
は
考
え
て
い
る

の
か
。
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

一
般
会
計
補
正
予
算
 

　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
２
０
万
円
を
増
額
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
１
０
６
億
３
２
３
０
万
円

と
し
ま
し
た
。
 

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
債
務
負
担
行
為
の
補
正
は
文
珠
荘
の
指
定
管

理
に
係
る
も
の
で
、
３
年
間
で
３
３
０
０
万
円

を
限
度
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
す
。
 

補正予算の主な内容 

コミュニティセンター助成事業助成金 

ふるさと応援基金積立金 

インフルエンザ予防接種委託料（高齢者） 

フードスライサー、消毒保管庫修理費 
　　　　　　　　　　　（給食センター） 

１５００万円 

１８００万円 

６５０万円 

３００万円 

債務負担行為 

福崎町文珠荘指定管理事業 
　　　（令和３年度から令和５年度まで） 

３３００万円 

豆 知 識 いじめ問題調査委員会とは 

　学校またはいじめ問題対策委員会の調査結果に係る

重大事態と同種の事態の発生を防止するため、町長が

必要と認めるときに設置する委員会です。 

　委員は５人以内で、法律、教育、心理等の専門的な

知識を有する者で対策委員会の委員でない者のうちか

ら町長が委嘱します。 

いじめ問題対策委員会とは 

　重大事態への対処のため、教育委員

会が必要と認めるときに調査のために

設置する委員会です。 

　委員は５人以内で、法律、教育、心

理等の専門的な知識を有する者のうち

から教育委員会が委嘱します。 

豆 知 識 

重大事態の定義（いじめ防止対策推進法） 

① いじめにより児童生徒の生命、心身または財産に重大な被害が生じた疑いがあるとき 
② いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いが生じているとき 



激甚化する自然災害への対応と住民の安全・安心を確保する 
ための社会資本整備の更なる推進を求める意見書（要旨） 

委員会 
提案 

　近年、激甚化・頻発化する豪雨災害への対
策はもとより、近い将来発生が懸念される南
海トラフ地震等への対応は喫緊の課題であり
住民の安全・安心を確保するため、防災・減
災、国土強靱化に引き続き全力で取り組む必

要がある。 
　よって、国におかれては、激甚化する自然
災害に対応するため、以下の事項に取り組ま
れるよう強く要望する。 
 

１　「防災・減災、国土強靱化のための３
か年緊急対策」に続き、長期に及ぶ大規
模で抜本的な対策を行う事業など対象事
業の拡大も含めた５か年計画を策定する
とともに、必要な予算を安定的に別枠で
確保すること。 
 
２　住民の避難に必要な道路橋梁等、社会
基盤施設の機能を災害時にも確実に発揮 

　させるためには、継続的な施設の修繕・
更新が不可欠であり、老朽化対策に必要
な予算を安定的に別枠で確保すること。 
 
３　安全・安心の確保のため必要な河川、
雨水幹線等の計画的整備や河道の堆積土
砂撤去等の維持管理等、社会資本整備の
着実な推進や施設の維持管理に資する予
算を十分に確保すること。 

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
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障
害
児
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
町
内
に
当
該
事
業
所
が
な
く
主
に

神
河
町
の
事
業
所
に
対
応
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
実
施
主
体
と
し
て
第
２
老
人
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
事
業
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長 

　
基
本
的
に
は
担
当
す
る
職
員
は
同
じ
で

す
。
現
在
の
知
識
や
経
験
で
十
分
に
対
応

で
き
ま
す
の
で
、
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
す
で
に
１８
歳
以
上
の
障
害
者
の
特
定
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

障
害
児
相
談
支
援
事
業
は
ど
の
よ
う
な
体

制
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。
 

人権擁護委員とは 

　人権擁護委員法に基づいて、人権相談を受けたり人権の
考えを広める活動をしている民間ボランティアです。 
　人権擁護委員制度は、様々な分野の人たちが人権思想を
広め、地域の中で人権が侵害されないように配慮して人権
を擁護していくことが望ましいという考えから設けられた
ものです。 

豆 知 識 

　〈提案者〉 民生まちづくり常任委員会　　〈提出先〉 国会・政府関係機関 

氏　名　　水 田 光 紀 

住　所　　福崎町八千種 

任　期　　令和３年４月１日から
　　　　　３年間 　 
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議 案 等  概 要  

全員賛成で同意・可決した議案等 

議案等の審議結果 

人権擁護委員の推薦 

一般会計補正予算（第５号） 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

水道事業会計補正予算（第２号） 

工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

下水道事業会計補正予算（第１号） 

工業団地造成事業会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 

地方税法等の改正に伴う関係条例の整備に関する条例
 

 

 

 

 

 

福崎町いじめ防止対策推進条例の制定
 

 

福崎町もちむぎのやかたの指定管理者の指定 

 

福崎町工業団地企業会館の指定管理者の指定 

 

福崎町老人デイサービスセンターの指定管理者の指定
 

 

 

 

福崎町道路線の認定 

 

水田光紀氏を推薦 

２３２０万円増額（総額１０６億３２３０万円） 

１億６６６０万円増額（総額２１億１３０万円） 

７１０万円増額（総額２億８３３０万円） 

１０万円減額（総額１７億２６１０万円） 

収益的収入及び支出等を補正 

 

 

資本的収入及び支出等を補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２級２３６４号線を認定 

人　事 

条　例 

令和２年度 
補正予算 

委員会提案 
意見書 

12月定例会 

その他 

 

 

福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙運動の 
公費負担に関する条例の制定 

福崎町議会議員及び福崎町長の選挙における選挙公報の 
発行に関する条例の制定 

福崎町老人デイサービスセンターの設置及び管理に関する 
条例の一部を改正する条例 

福崎町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する 
基準を定める条例の一部を改正する条例 

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の 
数の増減及び規約の一部変更 

激甚化する自然災害への対応と住民の安全・安心を確保するための社会資本整備の更なる推進を 
求める意見書 

収益的収入及び支出、資本的収入及び 
支出等を補正 
収益的収入及び支出、資本的収入及び 
支出等を補正 

公職選挙法の改正に基づき、町議会議員 
及び町長の選挙における公費負担を定め 
る条例の制定 

障害児相談支援事業を福崎町老人デイ 
サービスセンターで行うことができる 
ようにする改正 

省令の改正に基づき、居宅介護支援事業 
所における管理者要件の緩和及びその適 
用猶予を定める改正 

市川町外三ケ市町共有財産事務組合の 
加入及び北播磨清掃事務組合の解散に 
伴う規約の一部変更 

いじめ防止対策推進法に基づき、いじめ 
防止等のための対策に関して基本理念・ 
基本的な事項等を定める条例の制定 

公職選挙法第１７２条の２に基づき、町議 
会議員及び町長の選挙における選挙公報 
の発行に関し必要な事項を定める条例の 
制定 

株式会社もちむぎ食品センターを指定管 
理者として指定 
　指定の期間　令和３年４月１日から 
　　　　　　　令和８年３月３１日まで 
福崎工業団地協議会を指定管理者として 
指定 
　指定の期間　令和３年４月１日から 
　　　　　　　令和８年３月３１日まで 
社会福祉法人福崎町社会福祉協議会を 
指定管理者として指定 
　指定の期間　令和３年４月１日から 
　　　　　　　令和８年３月３１日まで 

地方税法及び租税特別措置法の改正に基 
づき、延滞金や還付加算金について計算 
根拠となる特例基準割合を変更する等の 
改正 
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総務文教常任委員会 

令和3年度から 
町税の納期・納税方法 変更 
令和3年度から 
町税の納期・納税方法 変更 
令和3年度から 
町税の納期・納税方法 変更 

　令和２年度までは町県民税と固定資産税、国
民健康保険税を合算して、６月から翌年３月ま
での１０回に分けて納めていましたが、令和３年
度からそれぞれの税ごとに納期が変わります。

　町県民税４回、固定資産税４回、国民健康保
険税９回に納期が変わり、新たにコンビニ納付、
スマホ決済も導入され、納税者の利便性が向上
するとの説明を受けました。 

委

員

長
　
山
口
　
　
純
 

副
委
員
長
　
木
村
い
づ
み

委
　
　
員
　
石
野
　
光
市

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
前
川
　
裕
量
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するために、待合室
を設けることができる町施設、及び町施設から遠い自治会につ
いては公民館を借りて申告会場を開設し、密を避けるために自
治会ごとに時間を区切るとの報告がありました。 

令和２年分確定申告・住民税申告受付会場の縮小 

【令和３年度からの税・保険料の納期】 

種　類 

固 定 資 産 税 
（４回） 

町　県　民　税 
（４回） 

国民健康保険税 
（９回） 

軽 自 動 車 税 
（１回） 

４月末 ５月末 

第１期 
納税通知 

第１期 
納税通知 

第１期 
納税通知 

全　期 
納税通知 

６月末 ７月末 

第２期 

第２期 

第２期 第３期 第４期 

第３期 第４期 

第３期 第４期 

第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 

８月末 ９月末 １０月末 １１月末 １２月末 １月末 ２月末 ３月末 
納期限 

※ 軽自動車税は納期の変更はありません。 

※ 各税については、これまでと同様一括納付も可能です。 

（参考） 

種　類 

後期高齢者保険料 
（９回） 

介 護 保 険 料 
（９回） 

４月末 ５月末 

第１期 
決定通知 

６月末 ７月末 

第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 

第１期 
決定通知 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 

８月末 ９月末 １０月末 １１月末 １２月末 １月末 ２月末 ３月末 
納期限 

※ 納期限は、各期の月末日（１２月は２５日）です。ただし、末日が土、日曜日または祝日の場合は、翌営業日に 
 　なります。 
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民生まちづくり常任委員会 

福崎浄化センター修景施設を改修へ 福崎浄化センター修景施設を改修へ 福崎浄化センター修景施設を改修へ 

委

員

長
　
小
林
　
　
博

副
委
員
長
　
竹
本
　
繁
夫
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

① 芝生広場 
ボール遊びやかけっこなどの運動、レジャーシートや簡
易テントを広げてくつろげる空間を想定しています。 

 
② 水の広場 
水漏れしている池を補修し、暑い時期の水遊び場として
開放します。 

 
③ 遊具広場（将来計画） 
未就学児から小学生低学年向けの遊具を設置する予定で
す。アンケート結果などを参考に遊具を選定し、令和３
年度以降の遊具設置を目指しています。 

　「町内には子どもが安心して遊べる
公園が少ない」という声に対応すべく
「子どもを育てやすい町」の実現に向け
子育て世代の運動やレクリエーション
の場として福崎浄化センターの修景施
設を改修するとの報告を受けました。 
　改修計画は令和２年度内の完了を目
指していますが、遊具広場に設置する
遊具等については令和３年度以降に設
置される予定です。 

さるびあドーム 

浄化センター 

① 芝生広場 

② 水の広場 

③ 遊具広場 
　（将来計画） 

図書館 

図
書
館 

さ
る
び
あ 

ド
ー
ム 

浄
化
セ
ン
タ
ー 



ごみ処理計画検討特別委員会・11月臨時会 
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建設予定地は「市川町浅野」 
神崎郡ごみ処理施設 

建設予定地は「市川町浅野」 建設予定地は「市川町浅野」 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

　神崎郡ごみ処理施設建設予定地が「市川町浅
野」に決定したとの報告がありました。今後は
新施設整備に向けて基本計画を策定するため検
討委員会を設置して協議を進めていくとのこと
です。 
　事業を進める上では、必要に応じて、近隣の
関係者に丁寧な説明を心掛けてもらいたいと思
います。 

 

第493回  
臨時会 

人事院勧告に基づき 
　　ボーナス０.０５か月分引き下げ 
人事院勧告に基づき 
　　ボーナス０.０５か月分引き下げ 
人事院勧告に基づき 
　　ボーナス０.０５か月分引き下げ 
人事院勧告に基づき 
　　ボーナス０.０５か月分引き下げ 

　第４９３回臨時会は１１月３０日に招集されました。 
　臨時会では議案２件が上程され、審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。 

議　案　名 概　要 
 
 

条　例 

福崎町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する 
条例 
福崎町特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び 
福崎町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す 
る条例の一部を改正する条例 

人事院勧告に基づき、一般職の職員の 

期末手当を引き下げる等の改正 

人事院勧告に基づき、町長、副町長、 

教育長、公営企業管理者及び議会議員 

の期末手当を引き下げる改正 

全員賛成で可決した議案等 

議案等の審議結果 
 

建設予定地 
市川町浅野 

市川町 

神河町 

福崎町 

浅野区住民投票 
→過半数の賛成により建設 
　受け入れ決定 

内　　容 日　程 

地権者（計画地及び隣接地） 
への説明 

11月1日 

11月18日   
～12月2日 

経
　
　
過
 



一般質問 

 
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方や町 
政をただし、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする大切な 
場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告します。議員の 
質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が原稿を起こし 
「議会だより」に掲載しています。 

10ふくさき議会だより　第157号 

① 安全安心のまちづくりについて 
② 農業問題について 
③ 林業問題について 
 
① 町長の政治姿勢について 
② 防災・減災について 
③ 教育について 
④ 介護保険制度について 
⑤ 農業について 
 
① 集落内排水路の治水について 
② 小規模校における少人数学級の在
　 り方について 
③ ギガスクール構想におけるタブレ           
　 ットの活用について 
④ ジャンボタニシによる水稲被害に 
　 ついて 
 
① 本町の令和３年度歳入ならびに令
　 和３年度以降の歳入の設計とその
　 影響について 
② 本年度における新型コロナウイル
　 ス感染症の追加対応策について 
③ 併任人事協定の締結について 
④ 本町組織の力量、パワー向上にか
　 かる取り組みについて 

① 神崎郡ごみ処理施設建設について 
② 行政手続きに関する押印の見直し    
　 について 
③ 新型コロナウイルス対策について 
 
 
① 障がい者、高齢者の支援策につい
　 て 
② 子育て支援策について 
③ 福崎駅周辺について 
 
 
 
① 選挙の投票率向上について 
 
 
 
① 子育て、教育問題について 
② 街の基盤整備について 
③ 環境・防災問題について 
④ 来年度予算編成について 
 
 
① 「子どもの権利に関する条約」に
　 そった条例の制定について 
② 学校給食について 

河嶋重一郎 
１１ページ 

三 輪 一 朝  
１４ページ 

前 川 裕 量  
１３ページ 

松 岡 秀 人  
１２ページ 

竹 本 繁 夫  
１５ページ 

木村いづみ
１６ページ 

山 口 　 純  
１７ページ 

小 林 　 博  
１８ページ 

石 野 光 市  
１９ページ 

通 告 の 内 容  

各議員のページのＱＲコードを読み取ると一般質問の様子を動画でご覧いただけます。 



一般質問 
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　県文化財担当課との再協議を含め調整、検討を 
　行っていきます 河嶋重一郎 

問  
 
町
道
大
門
石
引
線
、

岩
尾
神
社
前
の
道
路
の
一

部
が
極
端
に
狭
い
。
幅
が

３.３
ｍ
し
か
な
く
、
特
に
朝

夕
の
通
行
が
多
く
通
学
路

で
も
あ
り
危
険
で
あ
る
。

大
き
な
災
害
時
を
考
え
る

と
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と

思
う
。
拡
幅
す
る
方
法
は

な
い
か
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
現
在
猟
友
会
員
は
２１
名

で
、
う
ち
銃
器
班
が
１３
名

お
ら
れ
ま
す
。
福
崎
町
で

は
、
平
成
２４
年
か
ら
猟
友

会
の
駆
除
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
を
条
件
に
狩
猟
免

許
取
得
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

広
報
に
よ
る
案
内
や
区
長

様
に
よ
る
隣
保
回
覧
に
加

え
て
集
落
営
農
の
組
合
長

あ
て
に
も
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
以
前
に
も
拡
幅
計
画
が

上
が
っ
た
際
に
、
岩
尾
神

社
の
鳥
居
や
石
橋
と
い
っ

た
文
化
財
が
存
在
し
て
お

り
、
事
業
の
実
施
に
ま
で

至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
ご

ざ
い
ま
す
。
現
時
点
に
お

い
て
、
具
体
的
に
ど
う
す

る
と
言
っ
た
返
答
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
県
文
化
財
担

当
課
と
の
再
協
議
を
含
め

事
業
実
施
の
手
法
な
ど
、

調
整
、
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
 

有
害
鳥
獣
対
策

有
害
鳥
獣
対
策
 

有
害
鳥
獣
対
策
 

ナ
ラ
枯
れ
対
策

ナ
ラ
枯
れ
対
策
 

ナ
ラ
枯
れ
対
策
 

問  
 
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員

の
担
い
手
確
保
と
育
成
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

問  
 
有
害
鳥
獣
駆
除
捕
獲

後
の
処
理
に
つ
い
て
、
捕

獲
後
の
処
理
が
重
労
働
な

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
活
動
の
障
害

に
も
な
っ
て
い
る
。
当
町

に
お
い
て
処
理
施
設
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。
 

問  
 
猪
に
よ
る
畦
、
溝
、

農
道
、
池
の
ま
わ
り
を
掘

り
起
こ
す
被
害
が
続
出
し

て
い
る
。
何
か
支
援
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
個
人

所
有
の
農
地
が
獣
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
際
の
支

援
は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
落

管
理
の
水
路
、
た
め
池
等

に
つ
い
て
は
、
町
単
土
地

改
良
事
業
補
助
金
制
度
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問  
 
当
町
の
各
所
で
落
葉

樹
の
ナ
ラ
の
木
の
大
木
が

枯
れ
始
め
て
い
る
。
今
か

ら
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。
 

　
状
況
調
査
の
結
果
、
大

貫
地
区
で
５
本
、
東
田
原

地
区
で
２５
本
、
福
田
地
区

で
１
本
の
被
害
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
実
施

方
針
を
策
定
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
全
地
区
で

ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業
を
実

施
で
き
れ
ば
被
害
拡
大
が

防
止
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
新

た
に
被
害
が
確
認
さ
れ
れ

ば
速
や
か
に
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
猪
の
処
理
に
つ
い
て
は

猟
友
会
に
た
い
へ
ん
な
苦

労
を
か
け
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
維

持
管
理
の
こ
と
を
考
え
る

と
町
単
独
で
は
な
く
広
域

で
の
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。
微
生
物
に
よ
る
減
容

化
施
設
も
含
め
、
近
隣
市

町
と
と
も
に
今
後
の
研
究

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

幅の狭い道路（岩尾神社前） 
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前向きに検討したいと思います 
松岡秀人 

問  
　
子
育
て
支
援
で
赤
ち

ゃ
ん
誕
生
に
お
祝
い
金
の

支
給
の
継
続
を
求
め
る
が
。
 

町
長
 

町
長
 

教
育
長
 

　
前
向
き
に
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

問  
　
町
の
発
展
に
向
け
て

の
抱
負
は
。
 

　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、
河
川
整
備
、
教
育
、

子
育
て
支
援
、
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
強
化
が
重

点
施
策
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

町
長
 

問  
　
行
政
懇
談
会
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
 

　
状
況
が
許
せ
ば
各
集
落

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

問 　
　
町
の
強
靭
化
計
画
策

定
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
得

ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
に
対
す
る
事

前
の
備
え
を
行
う
た
め
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

問 　
　
震
災
廃
棄
物
の
仮
置

き
場
は
選
定
し
て
い
る
の

か
。
 

問 　
　
仮
設
住
宅
は
ど
こ
に

建
設
す
る
の
か
。
 

問 　
　
南
田
原
地
区
雨
水
幹

線
工
事
完
成
後
は
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
と
考
え
て
よ

い
か
。
 

問 　
　
認
知
症
予
防
対
策
と

し
て
脳
ト
レ
や
貯
筋
体
操
、

各
自
治
会
で
は
ふ
く
ろ
う

の
会
の
活
動
な
ど
を
実
施

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
参
加

人
数
が
増
え
れ
ば
要
支
援

か
ら
要
介
護
に
移
行
す
る

人
数
を
減
ら
し
た
り
、
ま

た
、
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
ど
う
か
。
 

上
下
水
道
課
長
 

　
工
事
完
了
及
び
川
す
そ

雨
水
幹
線
工
事
の
整
備
が

進
む
に
つ
れ
て
解
消
ま
た

は
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

問 　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
を
求
め
る
が
。
 

町
長
 

　
広
く
住
民
の
声
を
聴
く

場
を
設
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

問 　
　
川
す
そ
雨
水
幹
線
工

事
の
未
整
備
部
分
の
工
事

予
定
は
。
 

上
下
水
道
課
長
 

　
１２
月
２３
日
と
令
和
３
年

度
に
発
注
す
る
予
定
で
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
山
崎
・
大
門
の
町
営
住

宅
は
入
居
者
が
退
去
し
た

も
の
か
ら
除
却
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
が
適
地

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
適
地
の
選
定
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
 

問 　
　
地
震
の
被
害
想
定
は

し
て
い
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
震
度
６
強
の
地
震
に
見

舞
わ
れ
た
場
合
の
建
物
被

害
の
想
定
は
、
全
壊
家
屋

２６
棟
、
半
壊
家
屋
２
２
６

棟
、
焼
失
家
屋
１
棟
で
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
事
業
に
参
加
し
会
話
や

運
動
、
会
場
準
備
や
片
付

け
な
ど
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
す
る
と
い
う
前
向

き
な
活
動
を
す
る
こ
と
に

よ
り
認
知
症
の
発
症
や
重

症
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問 　
　
町
内
小
中
学
校
６
校

の
ト
イ
レ
洋
式
化
と
特
別

教
室
の
空
調
設
備
を
急
ぐ

べ
き
だ
と
思
う
が
。
 

　
長
寿
命
化
計
画
を
一
部

変
更
し
て
で
も
、
長
寿
命

化
計
画
と
の
関
係
性
を
考

慮
し
な
が
ら
早
期
に
実
施

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
地
域
計
画
を
策
定
し
事

業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

は
、
住
民
の
安
全
安
心
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
企
業

の
投
資
等
に
お
い
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

問 　
　
国
土
強
靭
化
基
本
法

と
は
。
 

防
災
対
策

防
災
対
策
 

防
災
対
策
 

教
育
・
社
会
教
育

教
育
・
社
会
教
育
 

施
設
施
設
 

教
育
・
社
会
教
育
 

施
設
 

介
護
支
援

介
護
支
援
 

介
護
支
援
 

築５０年 建て替えが望まれる文化センター 
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　授業支援ソフトを全ての端末で使えるように 
　導入します 前川裕量 

問  
 
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
有
効
活
用
の
検
討
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
。
 

　
使
い
方
を
き
ち
ん
と
教

え
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

は
必
要
不
可
欠
で
便
利
な

ツ
ー
ル
と
し
て
、
児
童
生

徒
が
自
主
的
に
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
働
き
か
け
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
効
果
が

発
揮
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

　
福
崎
町
で
は
授
業
支
援

ソ
フ
ト
を
全
て
の
端
末
で

使
え
る
よ
う
に
導
入
し
ま

す
。
こ
の
ソ
フ
ト
を
使
う

と
児
童
生
徒
の
端
末
の
画

面
を
先
生
の
端
末
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま

で
手
を
挙
げ
て
意
見
を
言

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
考

え
方
を
し
て
い
る
か
を
先

生
が
見
る
こ
と
で
、
一
歩

進
ん
だ
授
業
を
展
開
す
る

こ
と
で
児
童
生
徒
の
理
解

も
深
ま
り
ま
す
。
 

問  
 
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
期
待

す
る
効
果
は
。
 

　
対
応
は
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
自
宅
や
適
応

指
導
教
室
等
と
教
室
を
つ

な
い
で
、
不
登
校
の
児
童

生
徒
が
学
習
に
参
加
す
る

機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
 

孤
独
感
や
不
安
を
軽
減
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対
話
を
通
じ
て
精
神
的
な

ケ
ア
や
細
か
な
連
絡
も
可

能
と
な
り
、
定
期
的
な
や

り
と
り
で
生
活
の
リ
ズ
ム

も
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
学

校
に
登
校
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
こ
の
た
び
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
で
休

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中

で
、
自
宅
学
習
を
す
る
の

に
リ
モ
ー
ト
授
業
で
の
対

応
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の

時
に
リ
モ
ー
ト
授
業
が
注

目
さ
れ
た
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
で
環
境
が

整
備
さ
れ
、
大
容
量
通
信

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
利
用
し
て
相
互
通

信
な
ど
を
行
い
、
登
校
し

に
く
い
児
童
生
徒
に
対
応

は
で
き
な
い
か
。
 

問  
 
リ
モ
ー
ト
授
業
を
受

講
し
た
場
合
の
出
欠
の
取

り
扱
い
は
。
 

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す

場
合
、
校
長
は
指
導
要
録

上
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
リ
モ

ー
ト
授
業
で
あ
れ
ば
出
席

扱
い
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
 

児童生徒に配付する情報通信端末 

折り曲げてタッチパネルとしても使用可能 
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三輪一朝 

問  
　
本
町
の
新
年
度
歳
入

に
占
め
る
税
収
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
「
コ
ロ
ナ
」
と
記

載
）
の
影
響
に
よ
り
減
少

す
る
が
、
減
少
し
た
部
分

の
財
源
を
ど
こ
に
求
め
る

の
か
を
含
め
、
本
町
歳
入

全
体
を
設
計
す
る
必
要
が

あ
る
。
 

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
本

町
は
、
ど
の
よ
う
な
設
計

と
す
る
の
か
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
歳
入
全
て
の
収
入
額
を

算
定
し
歳
出
を
決
め
る
と

い
う
財
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
「
入
る
を
量
っ
て
出

ず
る
を
制
す
」
を
原
則
と

し
て
、
将
来
世
代
に
負
担

を
先
送
り
し
な
い
よ
う
に

新
年
度
予
算
を
編
成
し
ま

す
。
 

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
町

の
税
収
、
地
方
譲
与
税
や

県
交
付
金
等
の
大
幅
な
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

の
状
況
か
ら
、
国
の
地
方

財
政
計
画
に
お
け
る
地
方

自
治
体
へ
の
財
源
保
障
や

地
方
財
政
運
営
上
の
支
援

指
針
を
把
握
し
、
国
か
ら

の
普
通
交
付
税
お
よ
び
県

か
ら
の
交
付
金
等
も
的
確

に
見
込
み
、
歳
入
設
計
を

行
い
ま
す
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

複
数
年
に
わ
た
っ
て
影
響

を
受
け
る
可
能
性
が
多
分

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
「
入
る
を
量
っ
て
出
ず

る
を
制
す
」
こ
と
か
ら
も

不
断
の
歳
入
確
保
、
歳
出

削
減
の
努
力
を
行
う
と
と

も
に
、
行
政
改
革
の
取
り

組
み
を
進
め
つ
つ
、
財
源

等
が
無
い
場
合
に
は
事
業

の
縮
小
、
一
時
中
止
等
の

選
択
を
視
野
に
予
算
編
成

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

問 　
　
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
が

拡
大
し
て
い
る
中
、
住
民

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
本
町
独
自
の
支

援
策
は
あ
る
の
か
。
 

副
町
長
 

　
国
の
第
三
次
補
正
予
算

に
よ
る
交
付
金
等
を
見
据

え
、
そ
の
中
で
町
独
自
の

施
策
を
上
乗
せ
で
き
る
の

か
ど
う
か
を
含
め
て
今
後

の
検
討
と
な
り
ま
す
。
 

問 　
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
複
数
年
に
わ
た
り
税
収

の
減
少
が
続
く
と
仮
定
す

る
と
、
本
町
の
基
準
財
政

収
入
額
が
縮
小
す
る
こ
と

で
留
保
財
源
も
縮
小
す
る

が
、
本
町
に
お
け
る
後
年

度
の
財
政
お
よ
び
事
業
へ

の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

仮定 

▲０.５億円 

税収が２億円減少した場合の影響・・・実質０.５億円の財源が 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　縮小する 

福崎町の基準財政需要額 
４０.２億円 

普通地方交付税 
１０.８億円 

基準財政収入額 
２９.４億円 

（（ア）の７５％） 

留保財源 
９.８億円 

（（ア）の２５％） 

① コロナ影響が無い場合 

税収３７.２億円・・（イ） 

税収３９.２億円・・（ア） 

「留保財源」 

基準財政需要額でとらえきれない行政経費に対応する財源として、地
方税などの収入の２５％分とされている。税収が増加すれば、留保財源
も増加するため、地方自治体の税収増加意欲を高める効果がある。 

普通地方交付税 
１２.３億円 

基準財政収入額 
２７.９億円 

（（イ）の７５％） 

留保財源 
９.３億円 

（（イ）の２５％） 

② コロナ影響で税収が２億円減収と仮定 

「入るを量って出ずるを制す」を原則に新年度 
予算を編成します 
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　市川町浅野地区です 
竹本繁夫 

問  
 
新
し
く
建
設
す
る
ご

み
処
理
施
設
は
ど
の
よ
う

な
処
理
施
設
を
計
画
し
て

い
る
の
か
。
 

総
務
課
長
 

　
町
で
も
押
印
廃
止
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
押
印
を
必
要
と
し

て
い
た
行
政
書
類
約
１
０

０
０
種
類
か
ら
、
本
人
確

認
で
足
り
る
も
の
、
あ
る

い
は
、
本
人
確
認
さ
え
必

要
な
い
も
の
約
７
０
０
種

類
を
順
次
廃
止
す
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
計
画
を
策
定
す
る
中
で

協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

住
民
説
明
会
で
は
、
案
と

し
て
、
全
国
的
な
実
績
や

技
術
確
立
か
ら
、
可
燃
ご

み
に
つ
い
て
は
、「
ス
ト
ー

カ
式
焼
却
炉
」
方
式
の
説

明
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

問  
 
構
成
町
で
事
務
組
合

を
つ
く
る
場
合
、
時
期
は

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
令
和
３
年
７
月
の
予
定

で
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
隣
接
地
区
や
周
辺
の
事

業
所
等
に
も
理
解
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
建
設
予

定
地
の
地
権
者
や
隣
接
地

と
思
わ
れ
る
土
地
の
所
有

者
に
も
事
業
の
説
明
と
測

量
の
た
め
の
立
ち
入
り
に

つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し

承
諾
を
得
て
い
ま
す
。
 

行
政
手
続
き
に
関
す
る

行
政
手
続
き
に
関
す
る
 

押
印
の
必
要
性
は

押
印
の
必
要
性
は
 

行
政
手
続
き
に
関
す
る
 

押
印
の
必
要
性
は
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

対
策
は

対
策
は
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
 

対
策
は
 

問  
 
建
設
予
定
地
周
辺
の

同
意
状
況
は
。
 

問  
 
役
場
内
で
の
申
請
時

に
押
印
を
求
め
て
い
る
が

押
印
廃
止
の
考
え
方
は
。
 

問  
 
中
播
磨
で
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
た
。
感
染
者

の
受
け
入
れ
の
対
応
は
。
 

　
兵
庫
県
で
は
原
則
と
し

て
自
宅
療
養
は
行
わ
ず
入

院
と
な
り
、
軽
症
者
、
無

症
状
者
は
ホ
テ
ル
等
で
の

宿
泊
療
養
と
な
り
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

問  
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
、
不

安
な
状
況
に
陥
り
や
す
く

な
る
。
正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

不
安
を
あ
お
る
行
動
を
せ

ず
、
感
染
者
に
寄
り
添
い

誹
謗
・
中
傷
や
差
別
を
受

け
た
人
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
体
制
づ
く
り
と
啓

発
活
動
が
大
事
と
思
う
が
。
 

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
書
き
込

み
に
対
し
て
、
国
で
は
、

訴
訟
し
な
く
て
も
投
稿
者

を
開
示
す
る
仕
組
み
づ
く

り
、
誹
謗
・
中
傷
に
対
す

る
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
福
崎
町
で
も
学

校
で
の
感
染
症
の
正
し
い

知
識
や
新
し
い
生
活
様
式

の
指
導
と
と
も
に
、
住
民

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

啓
発
チ
ラ
シ
に
よ
る
周
知

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

社
会
教
育
課
長
 

ごみ処理施設建設予定地（市川町浅野地区の山林部分） 
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なかなか難しい問題です 
木村いづみ 

問  
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
支
援

策
第
２
弾
で
、
学
校
給
食

費
等
無
償
化
と
し
て
６
月

か
ら
１１
月
分
ま
で
給
食
費

を
無
償
に
し
て
い
た
だ
い

た
。
感
染
予
防
に
努
め
な

が
ら
毎
日
子
ど
も
を
送
り

出
し
て
い
る
保
護
者
は
不

安
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
。
 

　
い
つ
コ
ロ
ナ
が
終
息
す

る
か
わ
か
ら
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
今
、
給
食
費

を
無
償
化
に
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

町
長
 

　
今
回
の
給
食
費
無
償
化

は
コ
ロ
ナ
対
策
で
特
別
な

緊
急
事
態
で
あ
っ
た
た
め

で
す
。
無
償
化
を
今
後
続

け
て
い
く
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
問
題
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
 

問 　
　
当
町
に
お
い
て
ど
れ

く
ら
い
ひ
き
こ
も
り
の
方

が
お
ら
れ
る
の
か
。
 

問 　
　
就
労
目
的
の
た
め
に

外
に
出
る
で
は
な
く
、
障

が
い
者
の
日
中
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
は
神
崎
郡

内
に
な
い
。
町
内
開
設
の

予
定
は
な
い
の
か
。
 

問 　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
補
修

工
事
費
は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
通
行
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
内
側
の
交
通
島
の

縮
小
に
約
５０
万
円
の
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

問 　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
事

故
は
あ
っ
た
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
供
用
開
始
し
た
平
成
３１

年
４
月
か
ら
で
す
が
、
人

身
事
故
が
３
件
、
物
損
事

故
が
２
件
で
す
。
 

問 　
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
北
側

は
カ
ー
ブ
が
き
つ
く
縦
列

駐
車
し
に
く
い
。
改
修
で

き
な
い
の
か
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
町
で
把
握
し
て
い
る
の

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
て
い
る
方
６
名
と
健

康
福
祉
課
に
相
談
に
来
ら

れ
た
１４
名
の
計
２０
名
で
す
。
 

問 　
　
相
談
に
来
ら
れ
る
の

は
本
人
な
の
か
。
家
族
な

の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
相
談
者
は
保
護
者
や
支

援
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
就

労
に
関
す
る
相
談
に
は
ご

本
人
が
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
神
崎
郡
自
立
支
援
協
議

会
で
研
究
し
て
い
ま
す
。
 

問 　
　
こ
れ
ま
で
の
相
談
件

数
と
、
す
べ
て
の
事
案
は

解
決
さ
れ
た
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
支
援
事
案
と
し
て
、
１４

世
帯
に
つ
い
て
支
援
方
法

等
を
各
自
治
会
で
検
討
し

ま
し
た
が
、
解
決
に
至
っ

た
事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

問 　
　
ひ
き
こ
も
り
の
長
期

化
に
歯
止
め
を
か
け
な
い

と
い
け
な
い
時
期
に
来
て

い
る
が
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
が
学
校
の
健
康
診
断

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に

対
し
て
の
対
応
策
は
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
に

対
し
、
学
校
医
の
病
院
に

出
向
い
て
受
診
し
て
も
ら

う
と
い
う
取
り
組
み
を
続

け
て
い
き
た
い
。
 

問 　
　
我
が
事
会
議
は
い
つ

か
ら
実
施
さ
れ
、
何
地
区

で
何
回
開
催
さ
れ
た
の
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
平
成
２９
年
度
に
山
崎
自

治
会
で
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
み
、
平
成
３０
年
度
に

全
自
治
会
で
の
開
催
を
お

願
い
し
、
こ
れ
ま
で
に
９

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

問 　
　
８
０
５
０
問
題
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

策
を
お
考
え
か
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
「
地
域
生
活
支
援
拠
点

の
整
備
」
の
ひ
と
つ
で
あ

る
相
談
機
能
の
強
化
が
支

援
の
基
礎
と
な
る
と
考
え

今
年
１０
月
１
日
か
ら
福
崎

町
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
 

障
が
い
者
・

障
が
い
者
・
 

高
齢
者
支
援

高
齢
者
支
援
 

障
が
い
者
・
 

高
齢
者
支
援
 

福
崎
駅
周
辺

福
崎
駅
周
辺
 

福
崎
駅
周
辺
 

改修要望の多いロータリー 
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総
務
課
長
 

問 　  

選
挙
公
報
の
発
行
の

流
れ
は
。
 

　
協
議
中
で
あ
り
変
更
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。
 

　
１
番
目
。
予
備
審
査
時

に
原
稿
の
提
示
を
依
頼
し

ま
す
。
 

　
２
番
目
。
立
候
補
受
付

日（
告
示
日
）火
曜
日
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
１７
時

ま
で
に
原
稿
掲
載
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
３
番
目
。
受
け
付
け
た

原
稿
を
随
時
印
刷
会
社
へ

デ
ー
タ
を
送
り
ま
す
。
印

刷
会
社
は
、
そ
の
デ
ー
タ

が
届
き
次
第
、
選
挙
公
報

を
作
成
し
て
い
っ
て
も
ら

い
ま
す
。
 

　
４
番
目
。
告
示
日
の
１８

時
か
ら
選
挙
公
報
の
掲
載

順
序
の
く
じ
引
き
を
し
ま

す
。
 

　
５
番
目
。
選
挙
公
報
印

刷
用
デ
ー
タ
が
出
来
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可

能
に
し
て
い
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。（
最
短
で
水
曜
日
）
 

　
６
番
目
。
木
曜
日
。
遅

く
て
も
午
前
中
に
新
聞
販

売
所
に
持
ち
込
み
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
７
番
目
。
投
票
前
々
日
、
 

金
曜
日
に
な
り
ま
す
が
、

朝
刊
に
折
り
込
み
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

限られた日数の中で一世帯でも多く受け取って 
もらえるようにします 山口　純 

総
務
課
長
 

問 　  

２
番
目
で
の
申
請
は

紙
媒
体
の
ほ
か
に
デ
ー
タ

で
の
入
稿
も
可
能
か
。
 

問 　  

新
聞
折
込
以
外
の
方

法
は
。
 

問 　  

新
聞
購
読
を
し
て
い

な
い
世
帯
に
は
届
か
な
い

わ
け
だ
が
。
 

問 　  

選
挙
公
報
が
一
番
役

に
立
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
、
配
布
率
が
上
が

れ
ば
投
票
率
向
上
に
つ
な

が
る
の
で
は
。
 

問 　  

選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
者
の
属
す
る
各
世

帯
の
数
は
。
 

　
宅
配
や
郵
送
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

等
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

　
デ
ー
タ
で
も
可
能
で
す
。
 

総
務
課
長
 

　
当
然
、
選
挙
公
報
は
届

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

も
各
町
施
設
へ
の
備
え
付

け
と
そ
の
周
知
に
よ
り
補

完
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
啓
発
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

　
１
世
帯
で
も
多
く
に
配

り
た
い
、
受
け
取
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
議
員
と
同
じ
で
す
の
で

広
報
を
頑
張
っ
て
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

総
務
課
長
 

　
直
近
の
世
帯
数
は
不
明

で
す
。
直
近
の
選
挙
で
あ

り
ま
し
た
令
和
元
年
７
月

の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

の
時
に
作
成
し
た
入
場
券
、

こ
れ
が
世
帯
数
と
言
っ
て

良
い
と
思
い
ま
す
が
、
７

２
３
６
通
（
世
帯
）
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

近年の我が町の選挙投票率 

投票日 

平成３１年（２０１９）４月２１日 

平成２９年（２０１７）４月２３日 

平成２７年（２０１５）１２月６日 

平成２７年（２０１５）１２月６日 

平成２５年（２０１３）４月２１日 

平成２３年（２０１１）１２月４日 

平成２３年（２０１１）１２月４日 

選挙名 

福崎町議会議員補欠選挙 

福崎町議会議員選挙　　 

福崎町長選挙　　　　　 

福崎町議会議員補欠選挙 

福崎町議会議員選挙　　 

福崎町長選挙　　　　　 

福崎町議会議員補欠選挙 

投票率 

４１.３２% 

５９.７９% 

６０.１６% 

６０.１５% 

６９.０５% 

６６.７４% 

６６.７１%
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一般質問 

  問  
　
コ
ロ
ナ
禍
で
わ
か
ら

な
い
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
な
い
か
。
少

人
数
学
級
の
声
は
大
き
い
。

町
教
委
の
取
り
組
み
は
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
夏
休
み
短
縮
等
で
休
業

の
遅
れ
は
取
り
戻
せ
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
理

解
度
に
合
わ
せ
指
導
し
、

取
り
残
し
て
い
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３５
人
学
級
を
教
育
委
員
会

で
議
題
と
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
施
策
の

説
明
は
し
ま
し
た
。
 

問  
　
福
崎
小
北
校
舎
の
工

事
で
日
照
・
通
風
・
手
洗

い
等
、
授
業
や
学
校
生
活

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
 

学
校
教
育
課
長
 

　
照
度
は
十
分
あ
り
ま
す
。

温
度
は
空
調
機
の
活
用
で

対
応
し
、
学
校
生
活
に
影

響
が
な
い
よ
う
に
進
め
ま

す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
都
市
計
画
か
ら
約
５０

年
、
市
街
化
区
域
で
は
緊

急
自
動
車
の
通
行
や
雨
水

排
水
問
題
等
に
深
刻
さ
を

深
め
て
い
る
所
も
あ
る
。
 

　
開
発
指
導
要
綱
で
の
対

応
で
す
。
 

学
校
教
育
課
長
 

問  
 
幼
児
園
の
弁
当
持
参

日
数
の
縮
小
と
保
育
内
容

の
確
保
を
求
め
る
。
 

　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問  
 
都
市
計
画
街
路
福
崎

駅
田
原
線
と
新
町
千
束
線

の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。
 

　
令
和
３
年
度
よ
り
５
年

間
事
業
で
国
・
県
に
要
望

し
て
い
ま
す
。
 

町
長
 

問  
 
開
発
業
者
任
せ
で
大

型
事
業
に
合
わ
せ
て
の
整

備
は
不
公
平
の
感
が
す
る
。

町
の
責
任
あ
る
施
策
が
求

め
ら
れ
る
。
 

　
公
平
公
正
が
基
本
で
す

が
、
現
実
的
対
処
と
な
り

ま
す
。
 

町
長
 

　
国
、
Ｊ
Ｒ
に
町
の
思
い

を
し
っ
か
り
伝
え
て
き
ま

し
た
。
来
年
度
予
算
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

　
請
求
権
は
あ
り
ま
す
。
 

取り残される子がないよう取り組んでいます 
小林議員 

七
種
山
周
辺
整
備
 

問  
 
高
橋
・
町
道
１
９
８

号
線
の
不
法
堆
積
問
題
は
。
 　

法
的
措
置
も
視
野
に
入

れ
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

　
県
に
強
い
指
導
を
求
め

て
い
ま
す
。
 

住
民
生
活
課
長
 

問  
 
防
災
行
政
無
線
の
個

別
受
信
機
設
置
の
進
捗
は

ど
う
か
。
 

　
避
難
要
支
援
者
に
配
備

し
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

早
期
に
完
了
し
た
い
。
そ

れ
以
外
に
希
望
さ
れ
る
方

は
４
年
度
以
降
の
配
備
を

考
え
て
い
ま
す
。
 

技
監
 

街
の
基
盤
整
備

街
の
基
盤
整
備
 

街
の
基
盤
整
備
 

問  
 
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
土
地
に
は
先
買
い
請
求

権
が
あ
る
か
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
道
標
の
保
存
や
観
光
ア

イ
テ
ム
と
し
て
活
用
し
た

い
。
 

問  
 
西
国
三
十
三
所
が
日

本
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
。

巡
路
に
は
板
坂
・
田
口
が

あ
る
。
町
の
振
興
に
役
立

て
て
は
ど
う
か
。
 

　
国
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望
を

続
け
る
の
が
大
事
で
す
。
 

問  
 
福
崎
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
必
要
性
は
大
き
い
。

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。
 

環
境
・
防
災

環
境
・
防
災
 

環
境
・
防
災
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一般質問 

問  
 
子
ど
も
の
権
利
条
約

は
１
９
８
９
年
に
国
連
で

採
択
さ
れ
、
１
９
９
４
年

４
月
に
日
本
は
批
准
し
、

同
年
５
月
２２
日
に
発
効
し

た
。
 

　
２
０
１
６
年
児
童
福
祉

法
の
改
正
で
第
１
条
が
「
児

童
（
子
ど
も
）
の
権
利
条
約

の
精
神
に
の
っ
と
り
・・・
」

と
改
正
さ
れ
た
。
 

　
児
童
虐
待
防
止
法
と
児

童
福
祉
法
が
２
０
１
９
年

６
月
に
改
正
さ
れ
た
。
 

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
多

く
の
方
が
外
出
自
粛
な
ど

で
ス
ト
レ
ス
が
高
い
状
態

が
続
い
て
い
る
こ
と
や
家

族
が
家
庭
で
と
も
に
過
ご

す
時
間
が
増
え
、
さ
さ
い

な
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
た
り

し
て
家
庭
内
暴
力
や
暴
言

等
が
起
こ
り
や
す
い
環
境

が
続
い
て
い
る
。
 

　
こ
う
し
た
時
期
こ
そ
子

ど
も
の
権
利
を
多
面
的
に

尊
重
し
て
い
く
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
の
検
討
は
ど

う
か
。
 

問  
 
２
０
２
０
年
４
月
施

行
で
法
に
よ
り
、
し
つ
け

と
し
て
の
体
罰
が
禁
止
さ

れ
た
。
な
ぜ
体
罰
や
暴
言

が
だ
め
な
の
か
、
暴
力
よ

り
も
暴
言
の
方
が
脳
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
こ
と

体
罰
等
で
将
来
、
親
に
大

事
な
相
談
を
し
に
く
く
な

る
こ
と
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
健
康
福
祉
課
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会

な
ど
緊
密
な
連
携
の
も
と

周
知
、
啓
発
を
す
す
め
て

い
く
べ
き
で
な
い
か
。
厚

生
労
働
省
が
と
り
ま
と
め

た
指
針
で
「
子
育
て
中
の

方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
周

囲
の
方
、
教
育
現
場
を
は

じ
め
と
し
た
子
ど
も
の
生

活
の
場
で
子
育
て
支
援
に

携
わ
る
方
に
読
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
想
定
」「
各

地
方
自
治
体
等
に
お
い
て

は
、
こ
の
と
り
ま
と
め
を

基
に
、
全
て
の
人
に
、
分

か
り
や
す
く
周
知
・
広
報

い
た
だ
き
た
い
」「
体
罰

等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
が

応
援
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
 

　
近
年
、
子
ど
も
の
権
利

を
守
る
た
め
の
法
的
・
組

織
的
な
整
備
も
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
条

例
制
定
ま
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

　
町
と
し
て
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
１
歳
、

１
歳
半
、
３
歳
児
健
診
時

に
子
育
て
ガ
イ
ド
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
つ
く
り
６
月
に
幼

児
園
、
小
中
学
校
を
通
じ

て
保
護
者
に
啓
発
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
 

教
育
長
 

　
定
例
の
教
育
委
員
会
で

研
修
資
料
と
し
て
と
り
あ

げ
て
、
研
修
に
つ
と
め
て

い
き
ま
す
。
 

条例化までは考えていません 
石野光市 

給
食
で
米
飯
を

給
食
で
米
飯
を
 

増
や
せ
な
い
か

増
や
せ
な
い
か
 

給
食
で
米
飯
を
 

増
や
せ
な
い
か
 

学
校
教
育
課
長
 

　
学
校
給
食
の
パ
ン
に
つ

き
ま
し
て
は
兵
庫
県
体
育

協
会
と
契
約
し
、
兵
庫
県

産
１
０
０
％
の
小
麦
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
小
麦
は

年
３
回
、
学
期
ご
と
に
残

留
農
薬
検
査
を
行
い
、
農

薬
が
不
検
出
の
も
の
を
納

入
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
洋
食
を
好

む
傾
向
も
あ
り
現
行
の
ま

ま
継
続
し
ま
す
。
 

問  
 
コ
ロ
ナ
禍
で
米
の
需

要
が
下
が
り
需
給
バ
ラ
ン

ス
が
く
ず
れ
て
い
る
。
ま

た
、
パ
ン
の
小
麦
に
つ
い

て
収
穫
後
の
農
薬
使
用
の

影
響
を
不
安
視
す
る
声
も

聞
く
。
現
在
、
木
曜
の
み

パ
ン
食
と
な
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
米
飯
を
増
や
せ
な

い
か
。
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新
た
な
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
の
も

新
年
を
迎
え
た
こ
と
を
区
切
り
の
中
で
も

大
き
な
も
の
と
感
ず
る
か
ら
だ
ろ
う
。
 

　
区
切
り
と
す
る
の
は
、
新
年
と
い
う
言

葉
の
持
つ
特
有
の
力
な
の
か
と
思
う
。
 

　
太
陽
暦
の
今
、
そ
の
特
有
の
力
は
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
昔
ほ
ど

で
は
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う
の
は
、
科
学

技
術
が
進
展
し
て
き
た
か
ら
か
。
 

　
そ
れ
と
も
、
齢
を
重
ね
て
き
た
か
ら
か
。
 

　
新
年
を
迎
え
、
数
え
年
で
一
歳
加
え
た
。
 

　
齢
を
重
ね
て
感
動
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
。
 

　
感
動
す
る
に
は
、
数
え
年
を
毎
年
一
歳

減
ら
し
て
い
く
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
 

　
感
動
が
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

　
こ
れ
も
巡
ら
せ
た
新
た
な
思
い
の
一
つ

と
し
て
お
こ
う
。
 

（
三
輪
一
朝
）
 

次の定例会は 

　3月5日 開催予定 

岩田健三郎さんの版画教室 
（12月6日 歴史民俗資料館） 

毎年飛来している白鳥 
（長池） 

成人式 
（1月11日 文化センター） 

市川河川敷のすすき 
（福崎新） 


